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(57)【要約】
【課題】ドレンパンから水が溢れるという不具合を解消
して、１台のエア抜き作業の途中でも別の空気調和機の
エア抜き作業をするという並列作業を行なうことのでき
る空気調和機が求められている。
【解決手段】この空気調和機は、冷媒である水が流通す
る冷媒配管２Ａを有する熱交換器２と、熱交換器２に風
を送るファン１と、熱交換器２における冷媒配管２Ａの
表面で凝縮した凝縮水を受けるドレンパン３と、凝縮水
を汲み上げて排出するドレンポンプ９と、一端１０Ａが
ドレンポンプ９の水吐出口９Ａに接続され他端１０Ｂが
機外に配置された排水用ホース１０と、冷媒配管２Ａ内
の空気を抜くために冷媒配管２Ａに配備されたエア抜き
バルブ４と、一端５Ａがエア抜きバルブ４の排出口４Ａ
に接続されたエア抜き用ホース５とを備えて成り、排水
用ホース１０の途中にエア抜き用ホース５の他端５Ｂを
接続して接続部１３としたものである。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
冷媒である水が流通する冷媒配管を有する熱交換器と、前記熱交換器に風を送るファンと
、前記熱交換器における冷媒配管の表面で凝縮した凝縮水を受けるドレンパンと、前記凝
縮水を汲み上げて排出するドレンポンプと、一端が前記ドレンポンプの水吐出口に接続さ
れ他端が機外に配置された排水用ホースと、前記熱交換器における冷媒配管内の空気を抜
くために前記冷媒配管に配備されたエア抜きバルブと、一端が前記エア抜きバルブの排出
口に接続されたエア抜き用ホースとを備えて成り、前記排水用ホースの途中に前記エア抜
き用ホースの他端を接続したことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
排水用ホースとエア抜き用ホースとの接続部または前記エア抜き用ホースに、前記エア抜
き用ホースの流路を開閉するコックを設けたことを特徴とする請求項１に記載の空気調和
機。
【請求項３】
排水用ホースへ向かう流体の流れは許容するが熱交換器へ向かう流体の流れは許容しない
逆止弁を、エア抜き用ホースに設けたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の
空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、冷媒である水が流通する熱交換器を持つ空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、この種の空気調和機は、熱交換器の冷媒配管内の水と、冷媒配管外を通過する空気
との間で熱交換して空気調和を行うようになっている。この空気調和機の据付時やサービ
ス時に、熱交換器の冷媒配管を含む水循環回路内に空気が混入することがある。この水循
環回路内に空気が混入すると、水の流れが妨げられるなどして熱交換効率が低下する。そ
こで、熱交換器内の空気を抜く必要があるため、熱交換器における冷媒配管の最上位置に
エア抜きバルブが設けられている。そのエア抜きバルブにエア抜き用ホースの一端が接続
され、エア抜き用ホースの他端はドレンパン内に配置されている（特許文献１参照）。通
常、水循環回路の配管内は、大気圧以上の圧力が加えられているため、エア抜きバルブを
開放すると、空気に同伴して水も噴出する。噴出した水の排水態様としては、ドレンパン
から自然排水口を経て機外へ排水されたり、またはドレンポンプを用いて強制的に機外へ
排水されたりするようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－２１０３９２号公報（段落［００１６］、図１、図２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
既述したように、水を冷媒とする熱交換器は据付時およびサービス時にエア抜き操作をす
る必要があり、そのエア抜き時に水が大量に放出される。その水を機外へ排出するために
、従来技術では、自然流通で排水するか、あるいは天井設置型の空気調和機であって排水
のために十分な勾配がとれない場合にドレンポンプを使用して排水するようにしている。
しかし、ドレンパン内には凝縮水とエア抜き時の水が排出されるため、ドレンポンプの汲
み上げ能力(４００ｃｍ３／分)以上の水を収受しなければならない。そのため、ドレンポ
ンプを使用したとしても、エア抜きバルブを常時全開にしてエア抜き作業を行うと、ドレ
ンパンから水が溢れることになる。元来、ドレンポンプは冷房運転時にドレンパンに収受
された凝縮水を排水するものであるから、エア抜き作業時にエア抜きバルブから受けた水
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をいっしょに排水するだけの能力は持ち合わせていない。そのため、作業者はドレンパン
から水が溢れないか確認しながら、エア抜きバルブの開度を手で調節して排水しなければ
ならなかった。このように、エア抜き作業中にはドレンパンから水が溢れないよう、エア
抜きバルブの開度調節を行なうため、作業者は１台のエア抜き作業が終わるまで現場を離
れられなかった。これにより、複数の作業が時系列的に直列の作業となるので、作業時間
がかかるという不具合があった。
【０００５】
他方で、自動的に熱交換器の冷媒配管内の空気を抜く自動エア抜きバルブも知られている
。このような自動エア抜きバルブは、冷媒配管の最上位置に設置する必要がある。ところ
が、天井裏設置型の空気調和機内における熱交換器の上方空間はかなり狭く、自動エア抜
きバルブを設置するスペースがないことから、空気調和機の外部に自動エア抜きバルブを
配置する必要がある。しかしながら、天井裏には、厳しい空気調和機の設置制約もあるた
め、自動エア抜きバルブを使用していなかったというのが実情である。
【０００６】
一方で、天井設置型の機種であってドレンパンが機内に配置されている空気調和機を扱う
場合、天井裏という場所であるために暗く、ドレンパン内の水位を確認することが困難で
あって、作業しづらいという問題もある。
【０００７】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、第１の目的は、ドレ
ンパンから水が溢れるという不具合を解消して、１台のエア抜き作業の途中でも別の空気
調和機のエア抜き作業をするという並列作業を行なうことのできる空気調和機を得ること
である。
【０００８】
また、この発明の第２の目的は、エア抜きの際にドレンパン内の水位を確認しながら作業
を行なう必要がなく、ドレンポンプの排水能力以上の効果を呈して据付時およびサービス
時のエア抜き作業を効率よく行なうことのできる空気調和機を得ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
この発明に係る空気調和機は、冷媒である水が流通する冷媒配管を有する熱交換器と、熱
交換器に風を送るファンと、熱交換器における冷媒配管の表面で凝縮した凝縮水を受ける
ドレンパンと、凝縮水を汲み上げて排出するドレンポンプと、一端がドレンポンプの水吐
出口に接続され他端が機外に配置された排水用ホースと、熱交換器における冷媒配管内の
空気を抜くために冷媒配管に配備されたエア抜きバルブと、一端がエア抜きバルブの排出
口に接続されたエア抜き用ホースとを備えて成り、排水用ホースの途中にエア抜き用ホー
スの他端を接続したことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明の空気調和機では、一端がエア抜きバルブの排出口に接続されたエア抜き用ホ
ースの他端を、排水用ホースの途中に接続している。すなわち、エア抜きバルブおよびエ
ア抜き用ホースを通過して排出される水を、ドレンパンに流すのではなく、ドレンポンプ
から機外をつなぐ排水用ホースに流すようにしている。これにより、エア抜き用ホースか
ら排水用ホースへ流入した水がドレンパンや熱交換器に逆流するといったことがなく、機
外へ確実に排水できるという効果を呈する。その結果、エア抜き時にドレンパンから水が
溢れたり機内に飛散したりすることを防止でき、効率よく短時間で複数のエア抜き作業を
行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】この発明の実施の形態における空気調和機の斜視構成図である。
【図２】この発明の実施の形態１における空気調和機の側面構成図である。
【図３】前記実施の形態１における空気調和機のエア抜き時の水の流れを示す図であって
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、(ａ)はドレンポンプ駆動前の水の流れを示した説明図、(ｂ)はドレンポンプ駆動時の水
の流れを示した説明図である。
【図４】前記実施の形態１における空気調和機の通常運転時の水の流れを示す図であって
、(ａ)はドレンポンプ起動直後の水の流れを示した説明図、(ｂ)はドレンポンプ駆動中の
水の流れを示した説明図である。
【図５】この発明の実施の形態２における空気調和機のエア抜き用ホースおよび排水用ホ
ースを示した概略構成図である。
【図６】この発明の実施の形態３における空気調和機のエア抜きバルブおよびエア抜き用
ホースを示した概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
実施の形態１．
　図１はこの発明の実施の形態における空気調和機の斜視構成図、図２はこの発明の実施
の形態１における空気調和機の側面構成図である。
　各図において、この実施形態に係る空気調和機は、空気吸込口１７と空気吹出口１８を
有する箱状の本体ケーシング１６を備えている。本体ケーシング１６内は、空気吸込口１
７と空気吹出口１８とを連通する通風路になっている。この本体ケーシング１６における
通風路内の例えば通風方向下流側に、冷媒配管２Ａを有する熱交換器２が配備されている
。この冷媒配管２Ａ内には、水循環回路の水冷却塔（いずれも図示省略）を経て循環ポン
プ７から送られた水（冷媒）が流通するようになっている。また、通風路内の例えば通風
方向上流側には、熱交換器２に風を送るファン１が配備されている。熱交換器２の下方位
置には、熱交換器２の冷媒配管２Ａの表面で凝縮した凝縮水を収受するドレンパン３が配
備されている。ドレンパン３の側面には、ドレンパン３内に溜まった水を機外に自然排水
するために排水ホースなどがつながれる自然排水口６が設けられている。
【００１３】
そして、ドレンパン３の上方位置には、ドレンパン３内に収受された凝縮水を汲み上げて
排出するドレンポンプ９が配備されている。ドレンポンプ９の水吸込み口には、ストレー
ナ１５が配備されている。ドレンポンプ９の水吐出口９Ａには排水用ホース１０の一端１
０Ａが接続されている。排水用ホース１０の他端１０Ｂは、機外と連通する排水口１１に
接続されている。熱交換器２の冷媒配管２Ａの最上位置に、冷媒配管２Ａ内の空気を抜く
ためのエア抜きバルブ４が配備されている。エア抜きバルブ４の排出口４Ａには、エア抜
き用ホース５の一端５Ａが接続されている。そして、エア抜き用ホース５の他端５Ｂが排
水用ホース１０の途中位置に分岐接続されている。この途中位置が排水用ホース１０とエ
ア抜き用ホース５との接続部１３である。すなわち、この空気調和機は水を冷媒とし、据
付時およびサービス時にエア抜きバルブ４から噴出する熱交換器２の水を、ドレンポンプ
９から機外へ排水する排水用ホース１０に合流させる構造を採用している。
【００１４】
一般に、エア抜き作業は主に据付時およびサービス時に行われるものであるため、それら
以外の時はドレンポンプ９を試運転の状態にして、エア抜き作業が行なわれる。このよう
な試運転状態でのエア抜き作業の手順は、先ず、ドレンポンプ９に試運転用コネクタ（図
示省略）を差してドレンポンプ９を運転可能な状態にする。その後、空気調和機の電源を
入れ、エア抜きバルブ４を開放させて、熱交換器２の冷媒配管２Ａからエア抜きを行う。
このエア抜き作業時に、ドレンポンプ９の不具合などによりドレンポンプ９が作動しなか
った場合は、フロートスイッチなどセンサースイッチ（図示省略）の作動により強制停止
させるようになっている。
【００１５】
　次に動作について説明する。
　上記のように構成された空気調和機による、エア抜き作業開始時の水の流れと現象を図
３に示す。
先ず、エア抜きバルブ４を開放すると、図３（ａ）に示すように、熱交換器２からの空気
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および水がエア抜き用ホース５内を勢いよく流れる（矢印Ｆ方向）。このとき、ドレンポ
ンプ９は停止しているため、エア抜き用ホース５からの水は多くが排水用ホース１０から
機外へ排出され、一部の水が接続部１３、排水用ホース１０およびドレンポンプ９を経て
ドレンパン３に一旦流れ込む。このとき、ドレンポンプ９の吸込み口にストレーナ１５が
配備されているので、エア抜き用ホース５からドレンパン３に流れ込む水はストレーナ１
５が流路抵抗となって勢いが減ぜられる。従って、ドレンパン３に流れ込む水が跳びはね
て周囲に飛散するといった不具合を生じさせない。そうして、ドレンパン３内の水位が例
えば１０ｍｍを超えると、水位スイッチ（図示省略）が入りドレンポンプ９が起動してド
レンパン３内の水を吸い上げ、排水用ホース１０から機外へ排出する。機外へ排出される
水には、凝縮水に加えて、エア抜きバルブ４から出た水も含まれている。熱交換器２の冷
媒配管２Ａ内の水は循環ポンプ７により送られてくるため、大気圧以上の圧力がかかって
いる。また、ドレンポンプ９からの水にも、機外へ排出するために一定の吐出圧力が加え
られている。すなわち、ドレンポンプ９の吐出圧力および冷媒配管２Ａ内の圧力は大気圧
以上であるため、機外の大気とつながる排水用ホース１０の他端１０Ｂの圧力が最も低い
。そのため、循環ポンプ７およびドレンポンプ９の双方とも運転状態であると、自ずと圧
力の低い機外へ水が排出されることになる。
　このとき、ドレンポンプの吐出圧力＝Ｐ１、エア抜きバルブの出口圧力＝Ｐ２、排水揚
程分圧力＝Ｐ３とすると、Ｐ１＞Ｐ２、および、Ｐ２＞Ｐ３の場合に、水が機外へ排出さ
れることになる。
このような構造にしたことで、エア抜き用ホース５から出た水は、ドレンパン３に流れ込
まないため、従来技術のようにエア抜き用ホースから勢いよく出た水がドレンパン上で跳
ね上がって飛散し機内を濡らすといった不具合もなくなる。
【００１６】
次に、空気調和機の冷房運転時の水の流れと現象を図４に示す。
この空気調和機で冷房運転を行うと、熱交換器２の冷媒配管２Ａの外表面に生じた凝縮水
がドレンパン３に滴下して収受され、そのうちドレンポンプ９が駆動する。ドレンポンプ
９の駆動によりドレンパン３内の水が吸い上げられて排水用ホース１０に吐出されるが、
排水用ホース１０とエア抜き用ホース５とが接続されているため、図４（ａ）に示すよう
に、排水用ホース１０内の水は、圧力の低いエア抜きバルブ４側に向かってエア抜き用ホ
ース５内に流入する（矢印Ｒ方向）。エア抜き作業は主に据付時およびサービス時に行な
われるため、通常運転時はエア抜きバルブ４が閉まっているから、図４（ｂ）に示すよう
に、エア抜き用ホース５に流入していた水は接続部１３を経て排水用ホース１０に流入し
、ドレンポンプ９から吐出された水とともに機外へ排水される。
【００１７】
　上記したように、この実施形態１の空気調和機によれば、ドレンポンプ９から機外に排
水する排水用ホース１０の途中に、エア抜き用ホース５の他端５Ｂが接続されているので
、エア抜き用ホース５から排水用ホース１０へ流入した水がドレンパン９や熱交換器２に
逆流するといったことがなく、機外へ確実に排水することができる。その結果、エア抜き
時にドレンパン３から水が溢れることを防止できる。因みに、従来技術では作業者がドレ
ンパンから水が溢れないかどうかを監視し続ける必要があり、エア抜き作業中は例えば１
０～２０分間現場を離れることができず作業効率が悪かったが、この実施形態により、複
数の空気調和機や複数種類の作業に対する同時作業が可能になる。他方で、エア抜きバル
ブ４から排出される水は、冷媒配管２Ａ内で圧縮性流体である空気と共存するとともに圧
力がかけられていることもあって、従来技術では、勢いよくドレンパン内に排出されて跳
びはね周囲に飛散して機内を濡らすおそれがあった。しかしながら、この実施形態では、
エア抜きバルブ４からの水はドレンパン３に排出されないため、機内に飛散することを回
避できる。
【００１８】
実施の形態２．
他方で、空気調和機の据付またはサービスが完了した後に、作業者の不注意によりエア抜
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きバルブ４を閉め忘れることがある。そのようにエア抜きバルブ４を閉め忘れると、熱交
換器２からの水がドレンパン３に流れ込むおそれがある。通常はドレンポンプ９が作動し
続けるため、据付時等のエア抜き作業と同様、エア抜きバルブ４からの水は排水用ホース
１０を経て問題なく機外へ排水される。
しかしながら、そのままドレンポンプ９を運転し続けるのは、無駄なエネルギーを消費す
ることとなり好ましくない。
そこで、この実施形態２の空気調和機では、図５に示すように、排水用ホース１０とエア
抜き用ホース５との接続部１３に、エア抜き用ホース５の流路を開閉するコック１２が配
備されている。その他の構成は実施形態１と同じである。前記のコック１２は３つの接続
口を有しているが、流路が開閉されるのは、エア抜き用ホース５の他端５Ｂが接続される
接続口だけである。そうして、エア抜き作業時はコック１２を開けて作業を行ない、エア
抜き作業が終了したのちは、コック１２を操作してエア抜き用ホース５の流路を閉止させ
る。
【００１９】
以上のように、この空気調和機によれば、エア抜き用ホース５の流路を開閉するコック１
２を設けたので、エア抜き作業終了後にエア抜きバルブ４を開けたままであっても、通常
運転時にエア抜き用ホース５から排水用ホース１０へ水が流入することを防止できる。そ
の結果、ドレンポンプ９が無駄に運転し続けることを回避できる。尚、この空気調和機で
は、ドレンポンプ９が例えば連続して所定時間運転した後も停止しない場合は、エラー表
示や警報を出力する制御を行なうようにしている。一方で、エア抜き作業が終了したのち
に、エア抜き用ホース５の他端５Ｂを接続部１３から外しておいてもよい。このような操
作を行うことにより、エア抜きバルブ４が閉まっていない場合は冷媒配管２Ａからの水が
エア抜き用ホース５の他端５Ｂから出続けるため、エア抜きバルブ４が閉まっていないこ
とを外部に知らせることができる。
【００２０】
　尚、実施形態２では、エア抜き用ホース５の流路を開閉するコック１２を排水用ホース
１０とエア抜き用ホース５との接続部１３に設けた例を示したが、本発明はそれに限定さ
れるものでない。例えば、エア抜き用ホース５の途中にコック１２を設けても構わない。
【００２１】
実施の形態３．
　ところで、エア抜きバルブ４が開いた状態で、且つ、熱交換器２の冷媒配管２Ａ内に水
が無い状態になった場合は、ドレンパン３内に滞留していた汚れた水が排水用ホース１０
およびエア抜き用ホース５を経て熱交換器２内へ流入する可能性がある。このように汚染
された水が熱交換器２内に入り込むと、冷媒配管２Ａが腐食されて、熱交換器２の性能低
下、配管割れなどといった重大な不具合につながるおそれがある。
そこで、この実施形態３の空気調和機では、図６に示すように、逆止弁１４がエア抜き用
ホース５に配備されている。その他の構成は実施形態１，２と同じである。前記の逆止弁
１４は、排水用ホース１０へ向かう流体の流れは許容するが熱交換器２へ向かう流体の流
れ（矢印Ｒ方向）は許容しない向きにして配置されている。尚、エア抜き用ホース５は、
熱交換器２に向かって水が流れにくくなるように、熱交換器２側が高く排水用ホース１０
側が低くなる勾配を設けた配置にしておくことが望ましい。
【００２２】
以上のように、この空気調和機によれば、排水用ホース１０へ向かう流体の流れは許容す
る一方で熱交換器２へ向かう流体の流れは許容しない逆止弁１４を、エア抜き用ホース５
に設けたので、ドレンポンプ９により排水用ホース１０に吸い上げた水を、熱交換器２へ
確実に流入させないようにすることができる。
【００２３】
　尚、上記した各実施形態において、エア抜き用ホース５として透明なホースを用いると
、空気が抜ける状態を確認できるために好都合である。また、ドレンポンプ９からの排水
用ホース１０として、もともと分岐している二股ホースを使用することにより、エア抜き
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用ホース５の他端５Ｂに簡単に接続でき、低コストに構成することが可能となる。
【符号の説明】
【００２４】
１　ファン
２　熱交換器
２Ａ　冷媒配管
３　ドレンパン
４　エア抜きバルブ
４Ａ　排出口
５　エア抜き用ホース
５Ａ　一端
５Ｂ　他端
９　ドレンポンプ
９Ａ　水吐出口
１０　排水用ホース
１０Ａ　一端
１０Ｂ　他端
１１　排水口
１２　コック
１３　接続部
１４　逆止弁
Ｆ　矢印
Ｒ　矢印

【図１】 【図２】

【図３】
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